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え
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一
番
下
の
娘
が
小
学
生
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
小

学
校
で
の
朝
の
読
み
聞
か
せ
も
、
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

年
数
回
で
す
が
、
学
年
に
合
わ
せ
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
本
を

選
び
、
毎
回
楽
し
み
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
１

年
生
で
し
た
。
入
学
式
の
時
は
落
ち
着
か
ず
、
見
て
い
る

方
が
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
わ

ず
か
半
年
で
見
違
え
る
よ
う
に
。
本
を
開
く
私
の
周
り
に

膝
つ
き
合
わ
せ
て
座
り
、
目
を
輝
か
せ
て
「
早
く
早
く
」

と
、
お
話
の
始
ま
り
を
催
促
し
て
く
れ
ま
す
。
保
護
者
や

地
域
の
人
、
登
録
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
わ
ず
か

な
時
間
の
１
冊
の
本
と
の
出
会
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
積
み
重
ね
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
を
残
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

先
日
、
赤
旗
紙
面
で
、
作
家
の
高
村
薫
さ
ん
は
、
「
メ

ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
普
及
で
短
い
言
葉
の
や
り
取
り

だ
け
に
な
れ
ば
、
複
雑
な
思
考
や
言
葉
が
生
き
残
れ
な

い
。
こ
の
流
れ
に
抗
す
る
に
は
読
書
し
か
な
い
」
と
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
本
と
ふ
れ
あ
う
大
切
さ
を
思

い
ま
し
た
。 

 

秋
の
夜
長
、
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
本
に
親
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
私
は
、
孫
に
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 熊本市教育委員会は、「熊本市立幼

稚園基本計画（素案）」のなかで、

発達障害などへの対応のために特

別支援教育充実等を掲げる一方、そ

のための人員を確保することなど

を理由に古町幼稚園、熊本五福幼稚

園の２園を閉園する方針を示しま

した。 
 こうした方針に対して保護者か

らは、閉園の白紙撤回・存続を求め

る切実な声が寄せられています。 
 市議団としても直接、園を訪

ね、聞き取りを行いました。 

熊本市は、閉園の理由として

「定員に対しての園児数が低い」

ことをあげています。 
熊本五福幼稚園の場合は、定員

１２５名に対して、園児数は４８

人。充足率は３８％です。 
しかし、充足率が低いのなら

ば、定員を適切な数に見直せばす

むことであり、素案に示された適

切な集団規模（１学級あたり３歳

児１０名以上、４・５歳児１８名

以上）の確保もおおむね満たされ

ています。さらに、熊本駅前など

も含め周辺では新たな住宅やマ

ンションも建設され、今後需要が

高まることも考えられます。 
また、「ことばの教室」「あゆ

みの教室」などの充実のために

人員確保が必要ということも閉

園の理由とされていますが、必

要な人員は、閉園によって確保

するのではなく、市が新たに採

用し確保するべきです。 
中心市街地での３００億円も

の大型会議場整備など再開発を

見直せば、教員の増員や幼稚園

教育の充実のための経費は十分

に生み出すことができます。 
２園の閉園を迫る理由は何一

つありません。 

 閉園の方針を知った保護者

からは「閉園の白紙撤回」「園

の存続」を求める声が寄せら

れており、そのための署名集

めも始まっています。 
 閉園先にありきで、その後

「ご理解を」という市民不在

の市政運営とならないよう、

利用者の声をしっかりと聴

き、存続の声に誠実に向き

合うべきです。 
  

閉
園
の
方
針
が
出
さ
れ
た

熊
本
五
福
幼
稚
園 

【素案の入手方法】 
・ホームページによる閲覧 

・ 教育委員会、市政情報プラザ（市役所 1階）、  

区役所（中央を除く）、総合出張所、出張所、

ウェルパルくまもと、中央・五福・河内まちづ

くり交流室、各地域コミュニティセンターなど 

熊本市立幼稚園基本計画

（素案）についての意見公募

がおこなわれています。 

 期限は、１１月６日までで

す。ぜひ皆さんのご意見をお

寄せ下さい。 

 



＜議会運営委員会視察報告＞・・・・益田牧子 

請願者席もあり「市民参加・市民に開かれた」町田市議会 

委員会は、円卓で開催され、請願者の

席もあり、趣旨説明後には、議員から

の質疑もあります。 

議会毎に、30 人前後の議員が一般質問（答弁含め 60 分） 

議会は「言論の府」と言われます。町田市議会では、2003 年 6 月定例会から一般

質問を議員 1 人当たり 40 分（答弁含まず）から議員一人当たり 1 時間（答弁含む）

へ変更。回数制限はなく、毎議会の一般質問者が30 名を超え、12 年9 月議会から開

催日数が4 日間から5 日間に増やされました。 

熊本市議会では、一般質問は90 分（答弁含まず）ですが、質問回数は、年1 回 

だけです。活発な議会のためには、回数制限をなくすべきではないでしょうか。 

決算審査では、議会意見をまとめ、当初予算に反映 
 9 月議会では、決算特別委員会が開催され、委員会ごとに 5 日間かけて審査。出さ

れた意見は、「決算特別委員会議案審査報告書」としてまとめ、当初予算に反映させる

努力が行われています。（2011 年度は169 項目を指摘） 

 熊本市議会では、予算決算常任委員会を設置。当初予算・決算審査では、総括質 

疑・締めくくり質疑が会派の持ち時間で行われています。予算・決算審査は、各 

常任委員会での分科会審査となっています。日本共産党は、「決算重視」の立場か 
ら、従来通りの議員全員参加による決算委員会の慎重審査を求めています。 

本会議場には、親子傍聴席や前列に

車椅子専用スペースがあり、付添人

の椅子もあります。 

計画段階から議会への報告・チェックシステム 
町田市では、市政に関わる重要な計画等及び基本条例等を議会に報告されます。計

画段階からの情報提供により、議会のチェック機能が発揮できます。 

（議会に報告する事案） 

＊パブコメ手続きを伴う市の重要な基本計画、指針等の策定・改定 

＊市の基本的な方針、市民協働の原則に関する事項を規定する条例制定 

＊市民に義務を課し、もしくは権利を制限する条例（金銭の徴収は除く）制定又は

改廃を行うとき 

（議会に報告する方法）～議長に報告。議長は、市長等に代表者会議、常任委員会、

全員協議会への報告、全議員への報告文書配布を求める 

（報告の時期） 

(1)基本方針決定時、(2)計画案・条例素案のパブコメ前、(3)最終案決定前 

(4)最終案の公表前 

＊市長等が報告の必要性があると認めた時は適宜報告されます。 

＊議会は必要があると認めるときは意見を申し出ることができます。 

 

日本共産党熊本市議会だより 2013 年11月 3日号 

写真上側が請願者席 
議会運営委員会視察で、町田市議会を訪問し

ました。町田市は人口 42万人、議員定数は 36
人（現員は 33 人）、日本共産党議員は 5 人、

民主・社民・ネット、公明党に次ぐ第３党。（自

民党は４人で第４党）議員構成も、３期が 10
名で一番多く、１～３期目が24 人で約７割、

平均年齢は、51.7 歳。自由闊達で市民に開か

れた議会活動が行われていました。 
熊本市議会で参考にすることが沢山ありま

した。中でも、早急に実現したいのは、委員会

での請願者・陳情者への趣旨説明の席を設ける

ことです。（写真右） 

（町田市議会活性化の取り組み） 

＊各常任委員会による市民団体等との懇談会を活

性化（10年度7団体、11年度6団体） 

＊委員会行政視察の市議会だよりでの報告と各議

員の報告書提出 

＊本会議での電子投票システム採用・議員個人の賛

否の公表 

＊委員会インターネット生中継・録画配信 

＊コミュニティバスに「町田市議会開催」のお知ら

せ掲示、町内会・自治会に「町田市議会開催」の

パンフレット配布 


